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那須の事故とその後の動き 

那須の事故を受けて、高校の山岳部顧問の力量を高めることが、事故調査委員会の報

告書に盛り込まれていたが、国のレベルでいろいろな予算付けがなされた。そのことに

ついて、今年のところで実際の計画が示されているものを国のもの、長野県のものを私

の承知している限りという限定付きで紹介したい。 

国立登山研修所の事業 

その１、テキスト作成 高校山岳部顧問向けのテキスト作りに着手しており、６月く

らいまでにある程度確定し、年内の発行をすることが決まっています。執筆者は14名か

らなり、高体連からも松本部長、谷口事務局長と小生が参画しています。 

その２、安全登山講師研修会 この研修会は、６月９日～１０日の２日間の日程で、

講習会を行う際のリスクマネジメントや安全管理に関する内容、指導方法について講義、

研究協議、および演習を行う。目的を、高体連等で開催する講習会における講習内容や

指導方法について研修を行い、講習会講師としての資質向上を図ることにおいている。 

都道府県高体連登山専門部で指導的立場にある方（専門委員長など）を対象に、行わ

れる。すでに申し込みは始まっており、申し込み締め切り５月９日である。 

その３、高等学校等登山指導者夏山研修会 夏山シーズンを前にした６月２９日から

７月１日の３日間の日程で、高校山岳部顧問等を対象に国立登山研修所の周辺山域を使

って無雪期の研修を行います。その１で紹介しているテキストを試験的に使いながらの

研修会になる予定です。 

その４、積雪期登山基礎研修会 これは、その３の積雪期バージョンと考えていただ

ければいいと思います。那須の事故では、高校山岳部顧問の雪山技術に対して疑問が呈

されるとともに、きびしいものが向けられました。高校山岳部顧問が雪山の技術を身に

つける機会が少なくなっている中、積極的に参加していただきたいと思います。 

その５、安全登山サテライトセミナー 昨年１２月にオリンピック記念青少年センタ

ーで行われた研修会の形式で、今年は東京（７月２１日・２２日）、名古屋（１１月３

日・４日）、大阪（１２月１日・２日）で３回の研修会が組まれています。 

長野県の研修会・講習会 

その１、山岳総合センター高校山岳部顧問研修会 高校山岳部顧問が登山の基礎知識

や、安全に活動するための知識・技術を学ぶ講座です。6月8日に長野県体育センター、

信州スカイパーク体育館を会場に行います。講師は今滝山岳センター所長と小生。ワー

クショップなどを取り入れながら、那須の事故から得た教訓を現場でどう生かしていか

ねばならないかを顧問みんなで考える講習会にしたいと考えています。長野県内の全山

岳部顧問に参加していただきたいと考えています。 

その２、長野県体育センター 長野県安全登山講習会 那須の事故を受けて、国の予

算で各県が安全登山のための講習会をすることが可能になったことで、実施が決まった

講座です。7月13日に長野県体育センター、信州スカイパーク体育館を会場に行います。

上記センターの講習会と関連付けながら、高校山岳部の顧問としての力をつける講習会



です。講師はヤマテンの猪熊隆之さん、国立登山研修所の専門調査委員長の北村憲彦さ

んと小生が務めます。 

その３、長野県体育センター 高校生が安全に登る冬山・春山登山 11月20日に信

州スカイパーク体育館を会場に行われます。高校山岳部顧問を対象に、冬山シーズンを

前に、長野県教育委員会が策定した「高校生の冬山・春山登山に おける安全確保指針」

を踏まえ、事故を未然に防ぎ、安全に楽しく登山を実施するための留意点を学ぶ講座で

す。 

5月針ノ木で合同合宿を組みませんか 

那須の事故を受けて、昨年から長野県山岳総合センターの高校登山研修会がなくなっ

てしまった。毎年5月に行われてきたこの研修会は、センター開設以前から針ノ木雪渓

をフィールドに中信の高校山岳部が自主的に行っていた歴史のある研修会である。今の

3年生は一昨年のこの講習会を高校山岳部の洗礼とばかりに、強烈な印象をもって覚え

ているようだ。昨年は伝統の灯を消したくないという思いもあったし、生徒たちからも

ぜひやってほしいという希望があったこともあり、例年と同じ時期（5月第2週）に大

町岳陽の生徒だけで入山した。 

今年にはいって、2、3年生と今年の計画を立てていると、生徒からは「この5月の針

の木だけはどうしても外せない。新入生にもぜひ経験させたい」という声が出てきた。

生徒たちには残雪期の美しい山を体験する中で、山の素晴らしさと厳しさを学んでほし

いと思っているが、その狙い通り生徒たちには印象深い山行なのだ。それで今年も5月

11日～12日にかけて雪上訓練をするつもりである。一校でやるよりは、複数の高校でや

った方が生徒たちにも刺激になる。楽しいことはみんなでやればもっと楽しくなる。 

新人訓練の場として、一緒にやれる学校があればぜひ声をかけてください。合同訓練

が可能です。 

編集子のひとりごと 

前号で紹介した「雪崩

サーチ＆レスキュー講習

会」の内容はかなりディ

ープで一回だけではなか

なか身につかないと思っ

た。それで講習会に一緒

に参加した池迫さんと今

年から大町岳陽高校への

赴任が決まった河竹さん

に声をかけて、年度末の

3月31日に復習の機会を

もった。今回は、入山前のビーコンのグループチェック、エアポートアプローチ、マイ

クロサーチストリップ、マイクロボックスなどをさらってみたが、そのときはわかった

つもりになったことでも実際に人に教えるとなるとあやふやなままではものにならない

ということを改めて実感した。（大西 記） 


